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容量市場における必要供給力算定に係る検討状況について

２０２２年１２月２１日

電力広域的運営推進機関

資料７



2供給信頼度評価について ～EUE評価の導入経緯～

◼ 供給信頼度評価としては、再エネ大量導入前までは、年間最大需要時(8月15時など)に必要供給力が確保されて
いることを評価していた。

◼ 再エネの導入量拡大に伴い、夏季点灯時間帯や冬季最大需要時などに供給予備力が小さくなる傾向が見受けられ
たことから、これまでの最大需要時時の評価から8760時間を対象とした確率論的必要供給予備力算定手法
（EUE算定）を導入した。

【出典】第43回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2019年9月30日) 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/2019_chousei_jukyu_43_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/2019_chousei_jukyu_43_haifu.html


3供給信頼度評価の指標について

◼ 現状の供給信頼度評価手法は、これまでのLOLP評価からEUE評価に変更され、「需要1kWあたりの1年間における
供給力不足量の期待値[kWh/kW・年]（見込み不足電力量）」を指標値としている。

【出典】第14回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2017年3月23日) 資料3参考資料別冊1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html


4EUE算定手法の概要

【出典】広域機関HP  調整力公募の参考資料(2021年7月1日)
https://www.occto.or.jp/oshirase/sonotaoshirase/2021/files/210701_EUE.pdf

https://www.occto.or.jp/oshirase/sonotaoshirase/2021/files/210701_EUE.pdf
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◼ 昨今の電力需給ひっ迫等を受けて、確率論的必要供給予備力算定手法において改めて検討が必要と考えられる項
目について、調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（以下:調整力等委）にて検討を進めているところ。

昨今の電力需給ひっ迫を踏まえた確率論的必要供給予備力算定手法における検討事項

【出典】第74回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022/6/28) 資料2(抜粋)
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_74_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_74_02.pdf


6①春季・秋季の厳気象・稀頻度対応リスク分の考慮

～ 現状の供給信頼度基準の考え方について ～

◼ 現状の供給信頼度評価の基準(0.048kWh/kW・年)は、夏季・冬季は厳気象対応・稀頻度リスクを考慮したH3
需要の10%に対して、春季・秋季は厳気象対応・稀頻度リスクを考慮しないH3需要の7%相当として算定されて
いる。

※ 持続的需要変動対応分除く

＜供給信頼度基準の算定条件（各月の必要供給予備力の考え方）＞



7①春季・秋季の厳気象・稀頻度対応リスク分の考慮

～ 課題意識 ～

◼ 東京エリアの2022/3/22の需要は、3月としては稀な寒気により3月のH1需要を上回り厳しい需給状況となった。

◼ このような状況を踏まえ、第74回調整力等委(2022年6月28日)において、供給信頼度評価においても春季・秋季
の厳気象・稀頻度対応リスク分を考慮する必要性について課題提起。

【出典】第74回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022/6/28) 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_74_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_74_02.pdf


8①春季・秋季の厳気象・稀頻度対応リスク分の考慮

～ 稀頻度リスク対応分の見直し結果について ～

◼ 稀頻度リスクについては、第75回調整力等委(2022年7月20日)にて、季節によるリスク量に大きな違いは無いこと
から年間を通してH3需要想定の1%を織り込むことについて提案し了承された。

【出典】第75回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022/7/20) 資料1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_75_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_75_haifu.html


9(参考)稀頻度リスクとは

◼ 稀頻度リスクとは、厳気象対応を踏まえた必要供給力を上回るリスクへの対応として整理されており、追加的な発電
機脱落や送電線故障による供給力低下率から、平年H3需要に対して1%程度とされている。

【出典】第4回電力レジリエンス等に関する小委員会(2019/3/5) 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/resilience/2018/resilience_04_shiryou.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/resilience/2018/resilience_04_shiryou.html


10①春季・秋季の厳気象・稀頻度対応リスク分の考慮

～ 厳気象対応分の見直し結果について ～

◼ 厳気象対応分については、第78回調整力等委(2022年10月19日)にて、春季・秋季における厳気象対応分を新
たに算定、また夏季・冬季における厳気象対応分については至近の需要動向等を踏まえて改めて算定。

◼ 春季・秋季についてはH3需要想定の2%、夏季・冬季についてはH3需要想定の3%とすることついて提案し了承
された。

【出典】第7８回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022/10/19) 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_78_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_78_haifu.html


11(参考)厳気象対応の算定の考え方

【出典】第78回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022/10/19) 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_78_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_78_haifu.html


12(参考)第78回調整力等委の検討内容

【出典】第78回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022/10/19) 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_78_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_78_haifu.html


13(参考)第78回調整力等委の検討内容

【出典】第78回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022/10/19) 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_78_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_78_haifu.html


14(参考)第78回調整力等委の検討内容

【出典】第78回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022/10/19) 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_78_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_78_haifu.html


15②年間計画停止可能量及び追加設備量の再整理

～ 現状の追加設備量について ～

◼ 第5回レジリエンス小委において、2019年度供給計画の計画停止量を参考に、年間計画停止可能量は月換算
1.9ヶ月必要であると整理され、1.9ヶ月を確保するための追加設備量を算定することとされた。

◼ なお、この年間計画停止可能量1.9ヶ月は、H3需要ベースで評価された必要供給力をもとに算定されている。

【出典】第5回電力レジリエンス等に関する小委員会(2019/3/27) 資料2 一部修正
https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/resilience/2018/resilience_05_shiryou.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/resilience/2018/resilience_05_shiryou.html


16(参考)計画停止可能量の検討に伴うスタッキングレシオの必要性

◼ 計画停止必要量は、ユニット容量の大小、停止日数の長短等の制約があるため、ユニット毎の計画停止量を計画停
止可能量の枠に完全にはめこむことは難しく、標準的な停止計画量からの増加分も考慮する必要があるため、余裕
分(スタッキングレシオ)を織り込む必要がある。

【出典】第31回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2018/7/25) 資料3抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2018/chousei_jukyu_31_haifu.html

【スタッキングレシオ】
長期需給計画では、一般に補修出力に補修日数を乗じて
得られる年間補修量(MW・月)を用いて、補修の月別配分、
月別需給均衡度を検討するが、具体的に各ユニットの補修を
決定する場合には、ユニット容量の大小、補修日数の調達、
作業工程、作業処理能力、補修必要時期などの制約を受け、
必要補修量から得られた補修枠の範囲内で各ユニットの補修
を完全に、うまくはめこむことは難しく、ある時点では供給予備率
が減少して需給均衡度が低下するおそれがあるので、これを防
止するため、補修枠の内に必要補修量に対する余裕を見込む
ことが必要になる。
このような余裕を織り込むため、必要量からくる月別補修枠と実際
の補修量との比を求め、これをスタッキングレシオと称し、長期需給
計画の策定のために用いる。
なお、スタッキングレシオには、このほかに標準補修日数に対し、
補修に付帯して実施される作業日数の増加分も考慮している。

旧日本電力調査報告書における「電力需要想定および電力需給計画算定方式
の解説」2007年11月より抜粋

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2018/chousei_jukyu_31_haifu.html


17②年間計画停止可能量及び追加設備量の再整理

～ 課題意識 ～

◼ 年間計画停止可能量1.9ヶ月は、H3需要ベースを元に算定しているが、実運用ではH1需要にも対応するだけの供
給力を確保すべく、補修計画調整を行う必要があり、実態として1.9ヶ月が確保されていない可能性がある。

◼ また、年間計画停止可能量1.9ヶ月は、広域機関の要請に対して事業者にて補修計画の繰り延べ等の対応がなさ
れた結果の計画停止量であり、1.9ヶ月では不足している可能性もある。

◼ 今般の電力需給ひっ迫において、事業者に多くの補修停止計画の調整を求めている状況を踏まえ、第74回調整力
等委(2022年6月28日)において、年間計画停止可能量及び追加設備量の再確認の必要性について課題提起。

【出典】第74回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022/6/28) 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_74_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_74_02.pdf


18②年間計画停止可能量及び追加設備量の再整理

～ 年間停止可能量の確認結果について ～

【出典】第78回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022/10/19) 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_78_haifu.html

◼ 年間停止可能量については、第78回調整力等委(2022年10月19日)にて、至近3カ年の供給計画諸元を用い
て確認した結果2.1ヶ月と算定された。見直し要否については容量停止計画の調整状況も確認の上判断としている。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_78_haifu.html


19(参考)容量停止計画の調整スケジュール

◼ 容量停止計画の調整については、実需給の２年度前に実施されることになっており、2024年度実需給に向けて、
2022年7月から停止計画の提出を開始しており、11月から調整が開始されている。

【出典】第30回容量市場の在り方等に関する検討会(2022/10/19) 資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2020/files/youryou_kentoukai_30_05.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2020/files/youryou_kentoukai_30_05.pdf


20③現状の計画外停止率の算定方法の見直し

～ 現状の計画外停止率の対象範囲について ～

◼ 現状の計画外停止実績の集約は、翌日計画で稼働予定の電源を対象とし、トラブル停止や抑制により減少した発
電可能量を対象としている。 (需給緩和によるバランス停止等は対象外)

◼ そのため現状の集約方法では、数日後に運転制約・停止を見込む場合には計画外停止と扱われない。

4年前 1年前 月間～週間 翌日 当日

計画停止
(供給計画) 作業停止

(需給緩和の作業)

待機停止
(需給緩和)

計画外停止

供給力

設備量 供給力 供給力 供給力 供給力 需要

需要変動

EUE算定(確率論評価)

計画外停止の対象範囲

事前に把握可能な
一部のトラブル停止
電源は対象外となる

予定停止を考慮で
きるため、対象外
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【出典】第74回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022/6/28) 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_74_02.pdf

③現状の計画外停止率の算定方法の見直し

～ 課題意識 ～

◼ 供給信頼度評価では、計画停止可能量を供給計画における計画停止量から算定しているため、計画外停止量は、
供給計画時点から実需給までの供給力減少量を扱うことがEUE算定上適切と考えられることから、第74回調整力
等委(2022年6月28日)において、集約方法再整理および計画外停止率の再算定の必要性について課題提起。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_74_02.pdf


22

◼ 第76回調整力等委(2022年8月23日)において、「供給計画時点からやむを得ず増加した停止量」を抽出するため
の新たな計画外停止集約方法を提案し了承された。

◼ 現在、新たな提案手法に基づき計画外停止率の分析を進めており、12月の調整力等委にて付議予定。

【出典】第76回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022/8/23) 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_76_haifu.html

③現状の計画外停止率の算定方法の見直し

～ 現在の検討状況 ～

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_76_haifu.html


23④供給信頼度評価における連系線計画外停止等の考慮

～ 現状の連系線の考え方について ～

【出典】第4回 広域連系系統のマスタープラン及び系統利用ルールの在り方等に関する検討委員会(2020/11/19) 資料1
https://www.occto.or.jp/iinkai/masutapuran/2020/masutapuran_04_shiryou.html

◼ 電力システムにおける供給信頼度にはアデカシーとセキュリティがあるが、送電線の故障停止などは、セキュリティとして扱
われ、アデカシー評価としては考慮されておらず、連系線についても健全な状態として評価されている。

https://www.occto.or.jp/iinkai/masutapuran/2020/masutapuran_04_shiryou.html


24④供給信頼度評価における連系線計画外停止等の考慮

～ 課題意識 ～

◼ 供給信頼度評価では連系線の計画外停止等は考慮されていないが、今般の需給状況への影響を考慮し、第74回
調整力等委(2022年6月28日)において、連系線の計画外停止や運用容量減少を考慮する必要性について課題
提起。

【出典】第74回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022/6/28) 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_74_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_74_02.pdf


25④供給信頼度評価における連系線計画外停止等の考慮

～ 連系線の運用容量減少影響の確認結果 ～

◼ 連系線の運用容量減少については、第79回調整力等委(2022年11月22日)にて、至近3カ年の実績を用いて作
業停止・計画外停止等の影響を確認した結果、必要供給力への影響は大きくないことが確認できたため、引き続き
健全な状態（年間運用容量）として算定することを提案し了承された。

【出典】第79回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022/11/22) 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_79_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_79_haifu.html


26(参考)第79回調整力等委の検討内容

【出典】第79回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022/11/22) 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_79_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_79_haifu.html


27(参考)第79回調整力等委の検討内容

【出典】第79回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022/11/22) 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_79_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_79_haifu.html


28確率論的必要供給予備力算定手法に係る検討の今後のスケジュール

◼ 現在分析を進めている発電機計画外停止率（検討項目③）については12月の調整力等委付議を予定。

◼ また、1月の調整力等委では、容量停止計画の調整結果も踏まえた年間停止可能量の見直し（検討項目②）、
および検討項目①～④の検討結果を踏まえた全体像について議論予定。

供給信頼度における
検討事項

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

① 厳気象・稀頻度リスク

② 年間計画停止可能量

③ 発電機計画外停止率

④ 連系線の計画外等停止

各検討項目を踏まえた供給信
頼度評価基準・目標調達量・
調達方法など全体像

調整力及び需給バランス

評価等に関する委員会 第74回

検討項目抽出

第75回

稀頻度リスク対応見直し

算定方法見直し

第76回 第77回 第78回 第79回 第80回 第81回 第82回

厳気象対応見直し

計画外停止率見直し

方針決定

必要な年間
停止可能量算定

容量停止計画の調整
結果を踏まえた年間
停止可能量見直し

予定

予定

予定

供給信頼度評価基準
目標調達量
調達方法など
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最大3日
平均電力
(H3)

必要供給
予備力

【8～10%】

H3需要の【108～110%】

想定需要 供給力

偶発的需給変動対応
【7%】

持続的需要変動対応
【1～3%】

※【 】内の数字は供給予備力必要量の検討において見直しを検討している数字

◼ 必要供給予備力のうち、景気変動等による『持続的需要変動』対応分については、必要予備力の水準について検
討が行われてきた。

＜必要供給予備力のイメージ＞

※【 】内の数字は必要供給予備力の検討において見直しを検討している数字
※偶発的需給変動対応については、確率論的必要供給予備力算定手法（EUE）において

対応必要量を算定している

【出典】調整力及び需給バランス評価等に関する委員会平成28年度（2016年度）取りまとめ抜粋
（http://www.occto.or.jp/houkokusho/2017/chousei_jukyu_2016nendotorimatome.html）

その他

～ 持続的需要変動対応分について～

http://www.occto.or.jp/houkokusho/2017/chousei_jukyu_2016nendotorimatome.html


30(参考) 景気変動等による需要変動（持続的需要変動）について

◼ 景気変動等による需要変動（持続的需要変動）の発生状況としては、「趨勢自体の上振れ」と「趨勢からの上振
れ」に分類される。

◼ このうち、「趨勢自体の上振れ」については、供給計画の前提となる需要想定業務において、毎年、経済見通しについ
て、実績に対する乖離補正を実施して対応している。

◼ ここでは、「趨勢からの上振れ」として、循環景気分に対応するための必要供給予備力について主に検討する。

【出典】調整力等に関する委員会平成27年度（2015年度）中間取りまとめ抜粋に追記
（http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/files/chousei_chuukantorimatome.pdf）

＜持続的需要変動対応の考え方のイメージ＞

出所）第54回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2020年10月1日)資料４ https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2020/chousei_jukyu_54_haifu.html

http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/files/chousei_chuukantorimatome.pdf
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2020/chousei_jukyu_54_haifu.html


31（参考）偶発的需給変動対応分と持続的需要変動対応分について

【出典】持続的需要変動に関する勉強会 検討報告書（2022年9月28日）
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/files/jizoku_2022_houkokusyo.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/files/jizoku_2022_houkokusyo.pdf
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【出典】第32回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2018年9月7日) 資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2018/files/chousei_jukyu_32_04.pdf

◼ 持続的需要変動の必要供給予備力は、暫定的に必要最低限な1%と整理されていた。

その他

～ 持続的需要変動対応分 これまで ～

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2018/files/chousei_jukyu_32_04.pdf


33その他

～ 持続的需要変動対応分 の見直しについて～

◼ 第77回調整力等委において、当委員会の下に設けた「持続的需要変動に関する勉強会」での新たな手法である
DECOMP法を用いた分析について検討を進め、従来手法であるX-12ARIMAを用いた分析結果とも比較のうえ、
持続的需要変動対応分の必要供給予備力は2％とすることで整理された。

◼ また、1月の調整力等委において、持続的需要変動対応分の見直しも踏まえたうえでの、確率論的必要供給予備
力に係る検討の全体像を議論予定。

【出典】第77回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022年9月28日) 資料1-2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_77_01_2.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_77_01_2.pdf


34（参考）持続的需要変動に関する勉強会

【出典】第65回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021年9月22日) 資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_65_04r.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_65_04r.pdf


35（参考）持続的需要変動に関する勉強会の開催実績

【出典】持続的需要変動に関する勉強会 検討報告書（2022年9月28日）
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/files/jizoku_2022_houkokusyo.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/files/jizoku_2022_houkokusyo.pdf


36（参考）持続的需要変動の分析手法について

【出典】持続的需要変動に関する勉強会 検討報告書（2022年9月28日）
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/files/jizoku_2022_houkokusyo.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/files/jizoku_2022_houkokusyo.pdf
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◼ 従来手法では、 X-12ARIMAを使用し、気温調整済みH3需要実績から季節影響と誤差影響を取り除いた景気
その他の影響に相当するTC成分を抽出している。抽出されたTC成分に回帰直線を引くことで回帰直線を景気のト
レンド（T成分）とし、トレンドから乖離する部分（C成分）を変動持続的需要変動対応分としている。

◼ 2021年度データを追加し分析した結果、持続的需要変動対応分のとして2.0％が適当と整理された。

（参考）従来手法(X-12 ARIMA & 回帰直線分析)による分析結果

【出典】第77回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022年9月28日) 資料1-2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_77_01_2.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_77_01_2.pdf
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◼ 一方で、DECOMP法では季節調整済みH3需要実績から持続的需要変動対応分と考えられるC成分を直接評価
でき、「持続的需要変動に関する勉強会」での整理を踏まえた分析の結果、C成分の最大値は2.01％となった。

（参考）DECOMP法による分析結果

【出典】第77回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022年9月28日) 資料1-2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_77_01_2.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_77_01_2.pdf

